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こちらのマークの記事は「糖尿病リソースガイド」 に掲載されています。

監 修
関東労災病院 
糖尿病・内分泌内科 前部長

浜野 久美子 先生

日
本
の
認
知
症
患
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、２
０
２
４
年
発
表
の
推
計
＊1

で
は
２
０
２
２
年
時
点

の
有
病
者
は
約
４
４
３
万
人
、ま
た
認
知
症
の
前
段
階
で
あ
る
軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）は
約
５
５
８

万
人
に
の
ぼ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。糖
尿
病
と
認
知
症
は
深
く
関
係
し
て
い
る
た
め
、早
期

発
見
し
治
療
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

早
期
発
見
と
適
切
な
ケ
ア
を

糖
尿
病
に
合
併
す
る
認
知
症

管
理
な
ど
と
い
っ
た
手
段
的
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
低
下

な
ど
が
現
れ
ま
す
。こ
れ
ら
は
認
知
機
能
低

下
を
疑
う
手
が
か
り
で
す
。外
来
で
の
様
子

は
も
ち
ろ
ん
、同
居
家
族
か
ら
も
聴
取
す
る

な
ど
し
、認
知
機
能
低
下
が
疑
わ
れ
る
場

合
、Ｈ
Ｄ
Ｓ-

Ｒ（
改
訂
長
谷
川
式
簡
易
知
能

評
価
）、Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ（
ミ
ニ
メ
ン
タ
ル
ス
テ
ー
ト

検
査
）、Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｃ-

21（
ダ
ス
ク-

21
）な
ど
の

検
査
で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、認
知
機
能

低
下
の
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
『
高
齢
者
糖
尿
病
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２

０
２
３
』で
は
、患
者
の
認
知
機
能
や
Ａ
Ｄ
Ｌ

に
基
づ
き
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
し
、Ｈ
ｂ
Ａ
１ｃ

の
目
標
値
を
設
定
す
る
よ
う
推
奨
し
て
い

ま
す
。認
知
機
能
低
下
時
は
、厳
格
な
Ｈ
ｂ

Ａ
１ｃ
改
善
よ
り
も
重
症
低
血
糖
を
避
け
、

現
在
の
生
活
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
を
優

先
し
ま
す
。こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
に
は
Ｄ
Ａ

Ｓ
Ｃ-

21
な
ど
の
検
査
を
用
い
ま
す
が
、外
来

で
は
、Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｃ-

21
の
短
縮
版
で
簡
易
に

実
施
で
き
る
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｃ-

８
を
活
用
す
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。ま
た
認
知
機
能
障
害
の
度

合
い
に
よ
っ
て
は
、服
薬
の
種
類
や
回
数
を

減
ら
す
、あ
る
い
は
一
包
化
な
ど
に
よ
る
治

療
の
単
純
化
に
よ
り
、服
薬
実
施
率
の
低

下
を
防
ぐ
こ
と
も
検
討
さ
れ
ま
す
。最
近

で
は
週
一
回
投
与
の
持
効
型
イ
ン
ス
リ
ン

製
剤
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
合
併
患
者
に
対
し
て
は
、さ
ま

ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
制
度
が
あ
り
ま
す
。認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、認
知
症
疾
患
に

関
す
る
鑑
別
診
断
な
ど
専
門
医
療
相
談

を
行
う
機
関
で
、全
国
の
都
道
府
県
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
介
護
保
険
に
よ
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、患
者
の
社
会
的

孤
立
を
防
ぎ
、認
知
機
能
低
下
の
抑
制
に

つ
な
が
り
得
ま
す
し
、イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注

射
が
困
難
な
場
合
は
、訪
問
看
護
な
ど
に

よ
る
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
で
し
ょ
う
。前
述
の

週
一
回
投
与
の
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
は
、訪
問

看
護
と
の
相
性
も
よ
い
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携

し
、患
者
の
状
態
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
活

用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

糖
尿
病
は
認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
を
高

め
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。か
つ
て
は
、糖

尿
病
と
関
連
が
あ
る
の
は「
脳
血
管
性
認
知

症
」の
み
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、近
年「
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」に
つい
て
も
発
症
リ

ス
ク
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
＊2
。

糖
尿
病
に
よ
る
高
血
糖
は
も
ち
ろ
ん
、と
く
に

重
症
低
血
糖
は
神
経
細
胞
に
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
、リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因
と
な
り
ま
す
＊3
。

　

ま
た
、認
知
症
自
体
も
糖
尿
病
を
悪
化

さ
せ
る
要
因
に
な
り
ま
す
。認
知
機
能
が
低

下
す
る
こ
と
で
、服
薬
な
ど
の
自
己
管
理
が

困
難
に
な
り
、血
糖
管
理
の
悪
化
を
招
く

悪
循
環
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

　
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
段
階
で
は
、遂
行
機
能（
実
行

機
能
）、情
報
処
理
能
力
、注
意
力
、言
語
記

憶
、視
覚
記
憶
な
ど
の
領
域
が
障
害
さ
れ
や

す
く
、物
忘
れ
と
いっ
た
記
憶
障
害
に
加
え
、

金
銭
管
理
、買
い
物
、食
事
の
準
備
、服
薬

糖
尿
病
と
認
知
症
は

相
互
に
関
連
し
て
い
る

認
知
機
能
低
下
を

疑
う
手
が
か
り

認
知
機
能
の
状
態
に

応
じ
た
治
療

社
会
資
源
の
活
用

名古屋大学の研究グループは、北名古屋市における行政データ
を活用したリアルワールド解析を実施し、高齢者における慢性
腎臓病（CKD）と要介護リスクとの関連を報告しました。本研究
では、腎機能の低下が高いほど要介護となるリスク
が高くなる一方、運動習慣がそのリスクを下げる可
能性が示されました。

痛風を合併する2型糖尿病患者において、SGLT2阻害薬の新規
処方は、DPP-4阻害薬やGLP-1受容体作動薬と比較して、尿酸降
下薬（アロプリノール）の新規開始率や痛風発作治療薬（NSAIDs、
コルヒチン、高用量ステロイド）の処方率の低下と有意に
関連していたとの研究結果が、米国・マサチューセッツ
総合病院の研究グループより報告されました。

CKDと高齢者の要介護リスクが関連　
運動習慣によるリスク低減の可能性も

痛風合併2型糖尿病へのSGLT2阻害薬投与で
痛風関連薬の使用率が低下

ニュース
まとめ読み
最近注目のニュースを
ご紹介します。

糖尿病リソースガイド
http://dm-rg.net/

詳細はこちら

2型糖尿病治療薬「ツイミーグ（一般名：イメグリミン塩酸塩）」の添付
文書が改訂され、「重大な副作用」の項目に「重度の食欲減退、嘔吐」
が追記されました。重度の食欲減退、嘔吐の国内症例は、
16例（うち、医薬品と事象との因果関係が否定できない
症例7例）と報告されています。

ツイミーグ 添付文書改訂　
「重大な副作用」に「重度の食欲減退、嘔吐」

大阪大学の研究により、高血糖によって血液から唾液に漏れ出し
た糖が口腔細菌バランスを変化させ、むし歯リスクを高めること
が明らかになりました。糖尿病と歯周病の関係はこれ
まで示されておりましたが、血糖管理が歯周病だけで
なくむし歯予防にも欠かせないことが示唆されました。

高血糖で唾液へ漏れ出した糖により
むし歯リスクが上昇

＊1 「認知症及び軽度認知障害の有病率調査並びに将来推計に関する研究」（令和５年度老人保健事業推進費等補助金 九州大学 二宮利治教授）
＊2 Ohara T, et al. : Neurology. 2011; 77(12): 1126-1134.　＊3 Whitmer RA, et al. : JAMA. 2009; 301(15): 1565-1572.



SMBGを行っている患者から、病院の検査結果と一致しないなど測定結果についての質問を受けることは無いですか？
その原因※について、よくある２点をご紹介します。

測定前に果物を食べ、果汁が手についた状態の指先から採血すると付着
した糖分の影響で偽高値となるおそれがあります。アルコール綿による
消毒のみでは不十分ですので、流水で手を洗いしっかりと乾かしてから
採血しましょう。（PMDA安全情報　No.28 2011年11月）

保管が適切でないと正しい測定結果が得られません。

for Nursing

〒105-0003　東京都港区西新橋2-8-11　TEL：03-5521-2881　E.mail：info@dm-rg.net提供：株式会社 三和化学研究所　　発行：糖尿病リソースガイド事務局

A01676 DMT-23 2026.4.1発行

木下 久美子 先生（関東労災病院　糖尿病看護認定看護師）

患者が測定してきた値と医療機関で検査した値が乖離する時、
まずは患者の話を聞いてみるのが大切です。使用期限切れ、
検体量不足、また、患者が測定せずに値を記載していることも
実際ありました。よくない数値を医師に見せたくなかったから値を
変えて記載した、測定忘れのため自分で値を書いたなど理由は
さまざまです。疑う姿勢ではなく確認をしたい、教えてほしい、そんな
姿勢で話を聞いてみてください。

木下Ns. の一言アドバイス
Nurse's advice

皆さんの「元気が出る」「ほっとする」エピソードを
お待ちしております。採用された方にはプレゼントも！

実際の体験談を
4コマ漫画化！

自宅での血糖測定の値と受診時の血糖値が大きく違う患者さん。受診
時にSMBG器を持参いただいたところ、測定手技、機器には問題なし。
しかし、センサーの使用期限が数年前に切れていて、血糖値相違の原因
になっていたことが判明しました。転院時や、SMBG消耗品が余っている
ので処方不要と申し出る患者には、センサーには使用期限があることを
お伝えし、期限が切れていないか確認いただくようにしています。

糖尿病看
護の“あるある”体験談

4 コ マ 劇 場

第23回「自宅と受診時、測定値が合わないのは…？」
兵庫県　50代　TOWAママさん（看護師歴 25年）

詳細はこちら▼

体験談募集中！

教えて、MRさん！

SMBGの測定結果に疑問があるときは

4

2

3

1

センサー（血糖測定用電極）の保管方法を確認しましょう 果汁等糖分を含む食品で手が汚れていませんでしたか？

※測定時の注意事項は機種により異なりますので、詳しくは患者がお使いの
　血糖自己測定器の電子添文および取扱説明書をご確認ください。

三和化学研究所ではグルテストシリーズ
の測定結果の疑問にお答えする冊子
「血糖値アップダウン物語」をご用意して
います。資材をご要望の際は弊社MRへ
ご依頼ください。

血糖値アップダウン物語はこちらで確認できます ▲

グルテストアクア×
グルテスト
ブルーセンサー版

グルテストアクア×
グルテスト
Neoセンサー版

グルテストアイ×
グルテスト
Neoセンサー版

・使用後、蓋をしっかりと閉めましょう
・他の入れ物に移して保管しないでください
・開封後の使用期限に注意しましょう

・センサーは使用期限内に使用しましょう

ボトル包装の場合

共通


